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男女共同参画標語：社会に参画、くらしを拓く、女と男の共同デザイン

友人は、夫の言葉の暴力に長い間さらされ、うつ病を発症し、苦しんでいます。DVというのは、
殴ったり、蹴ったりの肉体的暴力だけではないようです。B

DVは身体への暴力はもちろんのこと、言葉や態度
で繰り返し相手を攻撃し、人格の尊厳を傷つける精神
的暴力も含まれます。誰でもかっとなって、ひどいこ
とを言ってしまうことはありますが、頻繁に繰り返さ
れ、あるいは侮辱や支配の目的で行われるなら、それ
は完全に暴力です。
この暴力の怖いところは、「悪いのは私」「私さえ我
慢すれば」という思い込みが被害者に植えつけられて
しまうところです。DVを受けているとは解らず、つ
らい思いに耐えるばかりの人もいます。

（１）市の担当職員
相談は面接室の中で行い、プライバシーも守
られていますので、安心してご相談ください。
必要であれば相談者の安全を守るための対応も
していきます。あなたの状況に合わせて、どん
な手立てがあるのか一緒に考えていきますの
で、安心して相談してください。DVはお子さ
んも大きな影響を受けます。まずは相談にお越
しください。

（２）福生警察署　生活安全相談係
福生警察署は、福生市・羽村市・瑞穂町・あ
きる野市の４市町を担当していて、年々 DVの

相談件数が増加しています。警察署では研修を
受けた相談員が配置されており、専門的立場で
相談に対応いたします。
緊急の場合は遠慮なく 110 番、もしくは直

接お越しください。

避妊に協力しない
意思に反する性行為の強要

暴力を正当化する 支配下に置こうとする

威嚇して、脅えさせる

話しかけても無視をする 子どもの前でバカにする

経済的暴力
わずかな金銭しか渡さない

【市民編集員の感想】
ちょっとでも困ったり、いやだ、気に

なると思う事があったら、相談してみる
ことが大切だと思いました。家庭内のこ
とと蓋をせず、周囲の人も相談を受けた
ら、相談窓口へつなげるようにしていけ
るといいと思いました。

行動を管理し、孤立させる

友人からDVの相談を受けたら…。

被害者は傷つき、「自分が悪いのでは？」という気持

ちになっている場合も多いと言われています。まずは話

を聞き、相手の立場に立って受け止めるのが大切でしょ

う。しかしながらＤＶから逃れるには、今回担当者に取

材してわかったことですが、専門家の力が必要です。相

談機関の情報を伝え、相談してみるよう勧めるのが良い

ようです。

（4ページ目に相談窓口のリストを掲載しています。）

D

相談窓口の担当者に聞きました
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〈こんなことも精神的暴力〉



男女共同参画標語：幸せは家族で進める共同から

DV が起こる背景を考えてみましょう。例えば、「誰
が食わせているんだ」「子どものしつけもろくにで

きない」など、加害者のよく使う言葉です。そのよう

な言葉は「女性は男性に従うべき」「こどもの教育

やしつけは母親がすべきだ」といった価値観から出

てくる言葉です。「夫が妻に暴力を振るうのはある程

度はしかたない」といった社会通念を耳にすること

もあります。また、被害を受けた方が逃げようと思っ

ても、経済的な問題な問題や今後の暮らしへの不安

が大きくのしかかってきます。このように、私たちを

縛っている社会通念や男女の経済格差などの社会

構造がDVには大きく影響しているのです。「男は外

で働き、女は家庭を守るべき」「男は男らしく、女は

女らしくあるべき」という考え方がDVを温存させ

てしまう大きな要因の一つになっているのです。

さて、DV被害の心への影響を考えてみますと、
まず、DVはプライベートな空間で行われるため、

基本的な安全・安心感が脅かされ、強い恐怖心が

生じます。思考力が低下し、まとまってものが考え

られなくなる、感覚がマヒして感じられなくなるこ

ともあります。加害者から支配され、執拗にコント

ロールされ続けることで「何もできない、逃げられ

ない」と無力感に押しつぶされる思いを抱いている

方は多いのです。また、「お前はばかだ」などの言

葉をあびせられていると、自尊心が傷つき、自己価

値が落ちてしまいます。すると自分を責めたり、自

分なんかどうなってもいいと諦めや絶望感に陥
おちい

っ

たりすることも少なくありません。

行動や人間関係を制限されることで、孤立感も
増していきます。それは「誰も助けてくれない」
とあきらめの気持ちを抱くことにもなるでしょう。

他にも、鬱
うっせき

積した怒り、悔しさ、惨めな気持ち、鬱
うつ

･･･。被害を受けている方の心理状態は一様ではあ

りませんが、しかし、このような大きな深い傷を心

に受けてしまうのです。

DV 被害を受けている方は、このような苦境の中
を懸命に強く生きています。まわりから「あんな優
しい人が暴力を振るうなんて信じられない。あなた

にも落ち度があったんじゃないの」「お母さんなん

だから、子どものためにがまんして」と言われて、

さらに苦しまれる方もおられます。

DVについての理解を深めること、私たちの価値

観を見直すこと、そして被害を受けている方への多

方面からのサポートはとても大事ですし、必須です。

DVの背景と被害者の心理について 福生市女性悩みごと相談員（心理カウンセラー）DVの背景と被害者の心理について

ＤＶは個人だけの問題ではなく、社会全体で考え
る必要がある問題だということを今回調べたり取材
して、あらためて感じました。ＤＶは被害を受ける
人だけではなく、そばにいる子どもにも大きな影響
を及ぼします。暴力を受けなくても、心は傷つきます。
ひいては大きくなってからのパートナーとのかかわ
りにまで影響があるのではないかと気になります。
海外ではＤＶ加害者に対し、更生のプログラム制
度が設けられているところもありますが、日本では
まだ制度化されていません。
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私たちが感じたこと…体だけでなく心も傷つけるＤＶ　大人だけじゃない、子どもだっ
て被害者。なくすためには！

旧来からある社会通念がＤＶに大きな影響を及ぼ
していることを考えると、男性と女性は対等なパー
トナーであるという意識を子どものころから根付か
せることがとても重要だと思います。
最近では婚姻関係にない若い世代の男女間で起き

るデートＤＶも問題になっています。
気がついてはいないけれど、私たちのすぐ近くに

も悩んでいる人がいるかもしれない。この「あなたと
わたし」が問題を解決できるお手伝いになればと願
わずにはいられません…。
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